
積丹町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

●代替交通の利用者数 14,200人/年 以上
●代替交通の収支率 14.5 ％ 以上

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

■令和７年６月２０日 第１回協議会を開催
・自家用有償旅客運送に係る

運行計画について 等
■令和８年１月７日 第２回協議会を開催

・地域公共交通確保維持改善事業に関する

事業評価について

令和７年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

● 北海道中央バス㈱が運行する「積丹線」の一部区間（美
国ー余別間）が令和５年９月に廃止

● 同線は通学・買い物等地域の重要な移動手段であるこ
とから令和５年１０月より町主体による代替運行を開始

● 町地域公共交通計画で掲げる基本目標１「町内輸送手段
の維持・確保」の達成のため、地域間幹線系統と接続する
フィーダー系統を維持し、生活交通網の確保を図っている。

運行系統名：積丹線代替交通
運行区間：美国ターミナル ～ 余別 ～ 神岬会館 外７系統
運行回数：１，２６７回
運賃：２，９９７，１００円

地域公共交通の現況

積丹町生活交通バス（町内１路線）
北海道中央バス(株)（町内１路線）
スクールバス（２路線）
タクシー（１社）



令和７年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

■従来予約運行便の予約状況については、町内各戸に設置したIP告知端末及びスマートフォンアプリへの配信のみで
あったが、情報配信登録時に町HPへも同時掲載されるようシステム改修を行い、利用者の利便性向上を図った。

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績
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６）目標・効果達成状況

■利用者数については想定を下回り、14,200人/年の目標
に対し実績で8,855人/年であった。

■収支率について14．5％以上の目標に対し、6.5％に留
まった。

４

７）事業の今後の改善点

■乗客の利便性向上に取り組むと共に、運行状況等の周知
についてもより積極的に取り組み利用者増を図る。

■運行実績から目標設定について過大であると認めるため、
次年度の目標設定については再検討を行う。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・目標を達成することができなかったが、今後も地域公共交

通計画に基づき、利用促進策の取組を継続することを期待
する。

・持続可能な公共交通を維持する観点から、公的負担額とい
った事業効率の改善につながる目標を設定することもご検
討いただきたい。

次の計画書記載事項の実施により適切に事業実施が為された。

■毎日の少ない需要に応じた小規模輸送による定時運行の確保

■利用頻度の少ない時間帯における予約運行などの適用による既
存資源を活用した持続可能な交通体系の検討・積丹町主体の公共交
通（代替交通）と積丹線相互の乗継しやすい時刻の設定

■診療所・温泉送迎バスの定時有償路線化と目的地の拡充による持
続可能な移動手段の確保

■神威岬等の観光地や宿泊・飲食施設などをつなぐ観光交通需要に
応じた輸送手段の確保

■バスマップや時刻表、乗り方などを掲載した情報発信ツールの作
成・バス回数券の発行 等

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果


